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業績予想の修正及び特別損失計上に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、2019年５月14日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正す

るとともに、特別損失の発生につきましてお知らせいたします。 

 

記 

 
 

2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益      
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 53,500 2,000 2,300 1,000 61．34 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 50,582 376 639 402 24．70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,918 △1,624 △1,661 

 

0 

△598 ― 

増 減 率（％） △5.5 △81.2 △72.2 

 

△59.8 

 

 

― 

（ご参考）前期実績 

（ 2019年 ３ 月 期 ） 
55,554 1,829 2,151 △248 △15．22 

 

１.修正の理由 
  通期の連結業績につきましては、暖冬による秋冬物衣料品の販売不振や消費税率引き上げの影響
を受けつつも、「健康」をキーワードに事業を展開するなど他社との差別化戦略により１月から２
月中旬にかけては堅調な売上推移をみせておりました。しかしながら、２月下旬頃からのフレッシ
ャーズ商戦において、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受け、減収の結果となりまし
た。一方で、経費の効率化などには従前より積極的に取り組んでまいりましたが、減収の影響は大
きく、営業利益、経常利益が前回予想を下回る見込みとなったことに加え、下記のとおり特別損失
を計上することなどで、親会社株主に帰属する当期純利益も前回予想を下回る見込みとなりました。 

 
２.特別損失の発生 
  営業店の閉店・移転・改装等に伴う固定資産除売却損を115百万円、営業店の収益性の低下等に
よる減損損失を200百万円など合計345百万円の特別損失を計上する見込みです。 

  これらの特別損失については、上記の連結業績予想の修正に織り込んでおります。 
 
 ※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


